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当金庫は、マネロン対策を経営の重要課題と位置づけ、スケ
ジュールに基づき、その管理態勢の整備、強化に継続して取り
組んでおります。お客さまのご理解、ご協力をお願いいたします。

マネー・ローンダリング対策にご協力を

















　多発する特殊詐欺を防止するための対応として、キャッ
シュカードの出金機能の一部利用制限を実施しています。
また、窓口やATMコーナーでの声掛けを徹底し、警察と
協力して被害の防止に努めています。

　県立岩戸養護学校の生徒向けに金融教育講義を行い、預金口座の申込手続きやお金に関するトラブルについて、プロ
ジェクターや実際の新規口座申込書を使って分かりやすく解説しました。また、地元の中学校からの職場体験も積極的に
受け入れており、金融機関の役割や信用金庫の業務について説明しました。引き続き、地域の未来を担う子供たちに「金
融の基礎知識」や「お金の大切さ」を伝える金融教育に取り組んでいきます。

　Yokosuka海道ウォークが3年ぶりに開催され、約
1,600人が参加しました。当金庫の職員は、ボランティア
スタッフとして、スタート時点の受付、歩行道路の誘導員
等のイベント運営に協力しました。

　元町中華街支店は、横浜中華街で開催された「春節祭」
のパレードに、中国皇太子等の衣装をまとって参列しまし
た。引き続き、地元行事に積極的に参加し、地域の皆さま
との繋がりを深めていきます。

　地域の見守り活動に当金庫職員も参加し、通学路と
なっている本店営業部前の交差点で子供ら歩行者が安全
に横断歩道を渡れるように誘導しました。引き続き、地
域の安全に貢献していきます。

C O M M U N I T Y

文化的・社会的な地域貢献活動2
ACTIVITY

地域行事へ積極的に参加しています1

安全・安心の街づくりに取り組んでいます2

次世代の教育活動に取り組んでいます3
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　当金庫は、地域に根差した金融機関として「つくろう わが街 果たそう 役割」を永遠のテーマとし、皆さまとともに発
展していくことを基本理念に、「地域密着型金融」を推進しています。ここでは「地域密着型金融の取組状況」と合わ
せて金融仲介機能の発揮状況を客観的に評価できる「金融仲介機能のベンチマーク」を公表いたします。「金融仲介
機能のベンチマーク」を活用し、引き続き「地域に寄り添うパートナー」として地方創生・地域社会発展のために全力
を注いでまいります。

【1】当金庫がメインバンク（融資残高1位）として取引を行っている企業のうち、経営指標（売上・営業利益率）の改善
や就業者数の増加が見られた先数および、同先に対する融資額の推移

2022年3月末 2023年3月末

メイン先数 4,692先 4,794先

メイン先の融資残高 3,333億円 3,360億円

うち経営指標等が改善した先数 1,818先 2,182先

うち経営指標等が改善した先の融資残高 2,006億円 2,373億円

【2】ライフステージ別の与信先数および融資額

合計 創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

与信先数
2022年3月末 9,759先 1,315先 739先 3,598先 852先 444先

2023年3月末 9,960先 1,352先 820先 3,620先 974先 482先

融資残高
2022年3月末 4,739億円 304億円 483億円 2,152億円 525億円 723億円

2023年3月末 4,920億円 309億円 656億円 2,376億円 463億円 568億円

売上高・利益額

創業支援

成長支援

事業承継・M&A支援

転廃業支援

事業再生支援

経営改善支援

創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期

時間

各企業のライフステージにそった湘南信用金庫の役割

地域密着型金融の取組状況（2022年4月～2023年3月）3
ACTIVITY
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C O M M U N I T Y

創業・新事業支援融資

　当金庫では、地域やお客さまが抱え
る課題等を解決する専門部署「チーム
湘南」を設置し、創業・新事業等のご
相談を承っています。
　また、外部機関との連携を密にし、
情報交換会や勉強会を開催、ビジネス
マッチングや各種認定・補助金の申請
支援等にも力を入れています。

経営改善・事業再生支援

　当金庫では、お取引先の経営改善・事業再生を支援するため、専担部署を設置し
ています。同部署では、営業店との連携に加え、税理士・公認会計士等の外部専門
家や信用保証協会・政府系金融機関・中小企業活性化協議会等の外部機関とも連携
し、支援活動を行っています。
　特に支援の必要性が高いお取引先を経営改善支援先と定め、業況の把握や資金
繰り相談のほか、ビジネスモデルの再構築や財務基盤の改善に対する助言、経営改
善計画の策定支援、定期的なモニタリングによる伴走支援に取り組むなど、アフター
コロナ・物価高騰等を踏まえたお取引先の支援を行っています。

【3】販路開拓支援を行った先数
2021年度 2022年度

13先 29先

創業・新事業支援融資実績
2021年度 468先

2022年度 806先

専担部署による経営改善支援先
2021年度 101先

2022年度 105先

【4】事業承継支援先数
2021年度 2022年度

6先 14先

【8】本業支援に関する中小企業支援策の活用を支援した先数
2021年度 2022年度

79先 96先

【7】外部専門家を活用して本業支援を行った取引先数
2021年度 2022年度

15先 22先

【5】創業支援先数
2021年度 2022年度

①創業計画の策定支援先数 10先 5先

②創業期の取引先への融資先数
（プロパー） 74先 147先

（信用保証付） 394先 659先

③政府系金融機関や創業支援機関の紹介先数 5先 9先

【6】本業支援に関する研修等を実施した回数、参加者数および資格取得者数
2021年度 2022年度

①研修実施回数 29回 32回

②参加者数 203人 212人

③資格取得者数（中小企業診断士） 11人 11人

ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化

2022年3月末 2023年3月末

中小企業与信先数① 9,759先 9,960先

中小企業向け融資残高② 4,739億円 4,920億円

無担保融資先数③ 6,768先 6,727先

無担保融資残高④ 851億円 845億円

③／① 69.3％ 67.5％

④／② 17.9％ 17.1％

【9】中小企業与信先のうち、無担保与信先数および無担
保融資額の割合

2022年3月末 2023年3月末

中小企業与信先数① 9,759先 9,960先

根抵当権未設定先数② 7,355先 7,468先

②／① 75.3％ 74.9％

【10】中小企業与信先のうち、根抵当権を設定していない
与信先の割合

2022年3月末 2023年3月末

与信先数 31先 48先

融資残高 27億円 32億円

中小企業与信先数に占める割合 0.32％ 0.48％

中小企業与信残高に占める割合 0.58％ 0.64％

【11】中小企業与信先のうち、事業性評価に基づく融資を行っている与信先数および融資残高の割合

（注）与信先数および融資残高は、当金庫独自の「事業性評価シート」に基づき融資を実行した先の期末先数・残高
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2021年度 2022年度
新規に無保証で融資した件数 519件 552件

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合 10.0％ 9.1％

保証契約を解除した件数 73件 71件

＜その他の主な関係機関＞

●（一社）しんきん保証基金
●（株）しんきんカード
●（株）しんきん情報サービス
●しんきんリース（株）

信金中金グループ

証券業務 金融関連業務 その他の業務

地域密着型金融をサポート
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● 総資産額…………………………… 45兆円
● 自己資本比率（国内基準）…………22.40%
● 不良債権比率……………………… 0.23%

※上記計数は、2023年3月末現在単体ベース

● 預金量…………………………… 160兆円
● 信用金庫数……………………… 254金庫
● 役職員数………………………… 9万9千人

※上記計数は、2023年3月末現在

（略称：信金中金） 信用金庫

　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」および「事業承継時に焦点を当てた『経営者保証に関するガイドライン』
の特則」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからお借入れや保証債務整理の相談を受けた際に真摯に対応するための
態勢を整備しています。また、経営者保証の必要性については、お客さまとの丁寧な対話により、法人と経営者の関係性や
財務状況等の状況を把握し、同ガイドライン等の記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めています。

経営者保証に関するガイドラインの活用先数および、全与信先数に占める割合

2022年3月末 2023年3月末

全与信先数① 9,759先 9,960先

ガイドライン活用先数② 431先 485先

②／① 4.4％ 4.9％

「経営者保証に関するガイドライン」への取組み4
ACTIVITY

　信用金庫業界は、信用金庫のセントラルバンクである信金中央金庫をはじめ、さまざまな関係機関が信用金
庫とともにお客さまの多様な業務をサポートしています。

信用金庫業界の総合力で地域密着型金融をサポート

※「保証債務整理」については、当金庫をメイン金融機関として成立に至った経営者保証に関するガイドラインに基づくお申し出はありませんでした。
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2020年版 2021年版 2022年版 2023年版

　おかげさまで当金庫は、2024年3月10日に創立100周年を迎えます。
これもひとえに、地域の皆さまからの温かいご支援の賜物であり、役職員一同心より感謝申し上げます。
これからも地域の皆さまに必要とされる信用金庫であり続けられるよう努力してまいりますので、変わらぬ
ご愛顧を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

　全役職員が“100年分の感謝の想い”を込めた
記念ピンバッジを身に着けて業務を行っています。

　地域のお客さまへの感謝の想いを込めて、特別金
利の定期預金を販売しています。

　100周年の歳月を10個の星（星1つを10年換算）で表現しました。また、
湘南しんきん発祥の地である横須賀は、明治時代にフランスの技術支援を
受けて「横須賀製鉄所」を建設した経緯があり、同国との歴史的な繋がりが
深いことからフランス語で100周年を意味する「CENTENAIRE（サント
ネール）」と表記しました。

　職員をモデルとしたイメージポスターを2020年から作成しています。現在、【2024年版】を作成中ですので
ご期待ください。

※お取扱期限：令和 5 年 9月 29日（金）
募集総額に達した場合は取扱いを終了させていただきます。

100周年記念ロゴマーク

100周年記念定期預金 100周年記念ピンバッジ

100周年イメージポスター

創立100周年を迎えます！
湘南しんきんは、
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	■ 総代会の仕組
　信用金庫は会員同士の「相互信頼」と「互恵」の精神を基本理念
とする協同組織金融機関です。
　会員となるためには定款で定める5,000円以上の出資をすること
が必要ですが、出資金額の多寡に関係なく、会員は一人一票の議決
権を持っています。
　会員は総会を通じて信用金庫の経営に参加しますが、当金庫では
会員数がたいへん多く、総会の開催は事実上不可能です。そこで、当
金庫では総会に代えて「総代会」を置いています。
　総代会は、会員の皆さまの総意を適正に反映し充実した審議を確
保するとともに、決算の承認、定款の変更、理事・監事の選任等、当
金庫の重要事項を決議する最高の意思決定機関です。
　会員の代表として、その総意を当金庫の経営に反映する重要な役
割を担っているのが、総代会を構成する総代です。当然、その選考に
あたっては適正な手続きに基づくことが求められます。
　当金庫では2004年12月8日「総代選任規程」を制定し、以下のよ
うな基準と方法によって総代を選考しています。

	■ 総代候補者選考基準
資格要件
・当金庫の会員であること
・原則、就任時点で満80歳を超えていないこと（注）

（注）2017年7月、総代会の機能向上策等に関する業界申し合わせの改
定に伴い定年制度を導入しました。

適格要件
・総代としてふさわしい見識を有している方
・良識をもって正しい判断ができる方
・人格にすぐれ、金庫の理念・使命を十分理解している方
・そのほか総代候補者選考委員が適格と認めた方

	■ 総代とその選考方法
総代の任期定数
●�総代の任期は3年です。
　�改選時期は7月で、2023年7月に改選を行いました。
●�総代の定数は、120人以上160人以内で、会員数に応じて選任区
域ごとに定められています。
　�なお、2023年7月の総代改選で152人の総代が就任しました。ま
た、会員数は2023年3月末日現在53,005先となっています。

総代の選考方法
　総代は、会員の代表として、会員の総意を当金庫の経営に反映す
る重要な役割を担っています。
　総代は、前項の「総代候補者選考基準」に基づき、次の手続きを
経て選考されます。

❶�当金庫の営業区域を7区の選任区域に分け、選任区域ごとに会員数
を案分して総代の定数を定めます。

❷�会員の中から総代候補者選考委員を選任します。総代会の決議によ
り、選任区域ごとに会員の内から選考委員を委嘱します。

❸�総代候補者選考委員が総代候補者を選考します。選考した総代候補
者を理事長に報告し、その氏名を1週間以上店頭掲示し、掲示して
いる旨を公告します。

❹�総代候補者を会員が信任します。異議があれば公告後2週間以内に
申し立てていただきます。異議がなければ選任されます。

❺�理事長は、総代を委嘱します。選任された総代の氏名を店頭に1週
間以上掲示します。

　当金庫では、総代会に限定することなく、役職員の日々の訪問活動
や利用者満足度調査を実施するなど、日常の事業活動を通じて、総代
や会員とのコミュニケーションを大切にし、さまざまな経営改善に取り
組んでいます。
　なお、総代会の運営に関するご意見やご要望につきましては、お近
くの営業店までお寄せください。

総代会

	■ 第99期通常総代会に関する事項
　2023年6月20日、第99期通常総代会を開催し、下記の事項が付
議され、承認されました。

報告事項
・第99期業務報告及び貸借対照表並びに損益計算書報告の件

決議事項
・第1号議案　第99期剰余金処分案承認の件　
・第2号議案　会員除名の件
・第3号議案　監事選任の件

FUNCTION  コーポレート・ガバナンス等
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F U N C T I O N

職業別
構成

年代別
構成

業種別
構成

法人代表者
92.1%

個人事業主
6.5%

個人  1.3%

50代
21.0%

卸・小売業
22.6%

製造業
8.0%

不動産業
22.6%

建設業
14.6%

サービス業  8.6%

運輸・郵便
3.3%

飲食業  3.3%
その他 
11.3%

医療・福祉  5.3%

60代
30.2%

70代以上
41.4%

40代  7.2%

（2023年7月1日現在）

選任区域 氏　名 人数

第1区

横須賀市（中央部・北部）
追浜町・船越町・田浦町・大滝町・
若松町・汐入町・上町・坂本町・
三春町・安浦町　ほか

阿久津 弘⑫ 岩澤 啓子③ 大川 渉⑩ 大口 隆弘②

15人小澤 白敏⑬ 越川 昌光③ 佐藤 洋幸⑥ 髙 充②
多田 かほる③ 田村 真持⑥ 橋本 祐三子③ 久恒 たまみ①
福嶋 義信⑭ 吉田 清④ 渡邉 悟⑧

第2区

横須賀市（西部）
池上・平作・衣笠栄町・小矢部・
佐野町・公郷町・森崎・長井・武　ほか
三浦市

相澤 静夫⑦ 石川 清⑥ 石川 裕千① 石渡 庸介③

16人大草 貴之⑥ 大島 敬三⑮ 小池 克彦⑩ 古敷谷 美津江④
佐久間 洋史① 関矢 和吉⑫ 高木 巌④ 髙梨 喜裕④
立川 明彦③ 田中 博之⑤ 中村 和陽② 益子 健一⑧

第3区

横須賀市 （東部・南部）
大津町・久里浜・浦賀・根岸町・
野比・長沢・津久井・馬堀町・鴨居・
佐原　ほか

岩波 啓之③ 臼井 功次③ 折戸 匡夫⑤ 苅山 秀樹①

20人
古敷谷 敬二⑥ 杉山 圭一③ 鈴木 孝博⑧ 髙橋 拓海⑦
髙橋 民雄② 玉木 弁立⑪ 長瀬 弘③ 新浪 一嘉②
野村 收⑥ 橋本 篤一郎⑥ 原 慶治⑬ 藤田 和秀②
村松 修⑥ 森下 守久⑨ 山下 和男① 山田 衛④

第4区

横浜市
港南区・磯子区・泉区・金沢区・栄区・
戸塚区

秋山 功⑦ 飯泉 牧太郎⑲ 尾形 正守⑦ 小澤 潔④

21人

小尾 一⑤ 金子 裕之⑦ 近藤 智平① 坂本 龍⑧
関根 宗平⑪ 高橋 雅人③ 髙橋 稔⑥ 新倉 良是③
波多野 裕⑦ 早川 恭彦④ 福嶋 浩之⑥ 福嶋 隆太郎⑤
村上 常治⑦ 山下 光⑬ 湯澤 剛⑨ 渡邉 聖司①
綿貫 和浩⑫

第5区

横浜市
中区・保土ヶ谷区・南区・旭区・
神奈川区・西区・瀬谷区・鶴見区・
緑区・青葉区・都筑区・港北区

川崎市

東京都
大田区・品川区・港区・目黒区・
世田谷区・町田市

秋葉 菜保子③ 網野 孝司⑧ 植本 正太郎③ 内池 直人⑩

36人

内田 照夫⑬ 大島 竹人① 大橋 恵子② 小笠原 裕⑤
荻間 勉② 尾野 靖司⑪ 葛西 延美③ 金子 清人④
神代 光人⑧ 河野 信昭① 河野 美徳② 北見 尚之⑧
栗田 裕③ 小島 弘義⑧ 佐藤 繁① 関 浩二③
高岡 武⑦ 高橋 直人① 高村 明彦③ 瀧澤 聡⑤
富田 純明⑩ 中山 了司① 萩原 成樹⑪ 早瀬 雅徳①
平沼 裕雄⑤ 細野 和男⑥ 牧島 功⑫ 宮崎 裕司①
村井 功誠⑮ 村岡 高幸⑤ 本山 伸隆① 梁 保権②

第6区

鎌倉市

逗子市

藤沢市

葉山町

浅田 昌良⑦ 大崎 哲郎⑤ 小澤 裕介① 桐ケ谷 覚③

23人

久保田 陽彦④ 熊澤 昇⑩ 座間 幹夫⑯ 滝本 了⑦
武内 郁④ 竹永 達也④ 長戸 久幸① 中村 悟③
古屋 清⑪ 牧田 知江子⑥ 松谷 直⑧ 最上 重夫⑬
望月 博⑤ 栁 新一郎③ 柳 康弘⑦ 矢部 徹③
山口 俊明② 山田 勝久⑫ 四十八願 大介①

第7区

茅ヶ崎市・寒川町・平塚市・海老名市・
大和市・座間市・厚木市・綾瀬市・
大磯町・相模原市（旧津久井郡を除く）・
二宮町・中井町・秦野市・伊勢原市・
清川村・小田原市・箱根町・湯河原町

浅岡 康一① 伊澤 敏典⑦ 伊藤 和明③ 岩澤 あゆみ②

21人

内野 晴雄① 大久保 義雄② 大森 竜太郎② 小澤 雅彦③
島村 繁④ 下里 宏規④ 下山田 英明⑦ 新門 三千夫⑥
永沢 武⑫ 野口 了① 長谷川 静子③ 服部 誠⑤
樋口 公平② 前川 義憲⑨ 三澤 京子③ 柳下 守康⑬
山口 秀明③

　合計　152人
（五十音順、敬称略、丸数字は総代の就任回数）

▼総代の属性別構成

▼総代の氏名等

（注）業種別の構成比は法人代表者および個人事業主に限ります。構成比は、小数点第2位以下を切り捨てて表示しています。

	■ 総代のご紹介
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	■ 統合的リスク管理態勢
基本方針
　統合的リスクとは、当金庫の直面するリスクに関して、それぞれの
リスク・カテゴリーごと（信用リスク、市場リスク、オペレーショナル・
リスク等）に評価したリスクを総体的に捉え、当金庫の経営体力（自
己資本）と比較・対照することによって、自己管理型のリスク管理を行
うことをいいます。また、管理すべきリスクの種類は随時見直し、環境
変化に応じて新たに発生したリスクへの管理も行うこととしています。
　当金庫は業務全般にわたってリスクが存在することおよびそのリス
クを見逃すことがお客さまの信頼や当金庫の経営に重大かつ深刻な
影響を与える可能性が高いことを強く認識し、内在する各種リスクを
業務やリスクの特性に応じて適切に管理し、コントロールしていくこ
とを経営上の最重要課題として受け止め、リスクとリターンの適切な
バランスを確保すべく、リスク管理態勢の充実・強化に取り組んでい
ます。
　当金庫では、リスクを「信用リスク」、「市場リスク」、「流動性リス
ク」、「オペレーショナル・リスク」に分類し、各リスクの特性に応じ
た管理を行っています。
　また、「統合的リスク管理方針」および「統合的リスク管理規程」
等を制定し、より高度な統合的リスク管理に努めるべく、常務会、リ
スク管理委員会、その下部組織である各種リスク管理委員会を中心
に徹底した統合的リスク管理に取り組んでいます。

信用リスク管理
　信用リスクとは、信用供与先の財務状況の悪化等により、資産（オ
フ・バランス資産を含む）の価値が減少ないし消失して、当金庫が損
失を被るリスクです。
　当金庫では、信用リスクを管理すべき最重要リスクの一つである
と認識し、当該リスクに関する「信用リスク管理方針」および「信用
リスク管理規程」を制定し、広く役職員に理解と遵守を促すととも
に、管理態勢の強化を図っています。また、ホームページ上に融資基
本姿勢（クレジット・ポリシー）を掲示し対外的にも明示しています。
　信用リスクの評価については、厳格な資産の自己査定を実施し、
回収の危険性や価値の毀損度合を的確に把握しています。また、正
確な自己査定および適正な償却・引当の基礎となる信用格付につい

ては法人に加えて個人事業者も対象としており、ご融資のある取引
先の財務データ蓄積を重ね、信用リスク計量化の基礎構築を行って
います。
　信用リスクの管理については、信用リスク管理委員会を設置し、貸
出金の動向、不良債権の発生・回収状況等の報告をもとに、信用リ
スクに関する様々な分析・検討を行っています。

市場リスク管理
　市場リスクとは、金利、有価証券の価格、為替等の様々な市場の
リスクファクターの変動により、資産・負債（オフ・バランスを含む）
の価値が変動して損失を被るリスクです。
　当金庫では、市場リスクを適切に管理し、コントロールすることが
収益の安定確保につながるとの認識から、ALM委員会を設置し、オ
ンライン勘定系システムに連動したALMシステムを活用しながら、
預金（調達）・貸出金（運用）金利を決定したり、有価証券の運用状
況等を管理しています。
　市場リスクについては、「市場リスク管理方針」および「市場リス
ク管理規程」に基づき適切な管理に努め、統計的手法（VaR）によ
るリスク量の計測・異常な事態を想定したストレステストや実際の損
益との比較をするバックテスティングを行い、常にリスク管理の高度
化・精緻化に努めています。

流動性リスク管理
　流動性リスクとは、調達と運用の期間のミスマッチや予期しない
預金の流出等により資金手当が必要な場合に、市場から資金が調達
できなかったり、著しく高い金利での資金調達を余儀なくされたりす
ることにより損失を被るリスクです。
　当金庫では、「流動性リスク管理方針」および「流動性リスク管理
規程」に基づき適切な管理に努めるとともに手元流動性資金を充分
に確保し、万全の体制を整えています。また、余裕資金の運用につい
ては、安全性、流動性が高く、即資金化できる短期運用資産の充実
に努め、適正な支払準備資産を確保しています。
　流動性リスクの管理については、ALM委員会を設置するとともに、
日次でリスク量の計測を行っています。「流動性危機管理マニュアル」
では、資金繰りの状況に応じた「平常時」「懸念時」「危機時」の判
定基準、および「懸念時」「危機時」の対応について定めています。

内部管理態勢

リスク管理態勢

	■ 内部管理基本方針
　当金庫は、信用金庫法第36条第5項第5号および同法施行規則第23条に基づき、業務の健全性および適切性を確保す
るための基本方針として「内部管理基本方針」を定め、体制の整備と実効性の確保に努めています。

内部管理基本方針（概要）
	 １．理事および職員の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
	 ２．理事の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
	 ３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制
	 ４．理事の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
	 ５．当金庫および子会社から成る集団における業務の適正を確保するための体制
	 ６．監事がその職務を補助すべき職員を置くことを求めた場合における当該職員に関する事項
	 ７．監事の職務を補助すべき職員の理事からの独立性および当該職員に対する指示の実効性の確保に関する事項
	 ８．監事への報告に関する体制
	 ９．監事への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けないことを確保するための体制
１０．監事の職務の執行について生ずる費用の前払いまたは償還の手続きその他の当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に

係る方針に関する事項
１１．監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制
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CSIRT

オペレーショナル・リスク管理
　オペレーショナル・リスクとは、金庫の業務の過程、役職員の活
動、若しくはシステムが不適切であること、または、外生的な事象に
より損失を被るリスクです。
　当金庫では、さらに事務リスク、システムリスク、その他リスク（人
的リスク、有形資産リスク、風評リスク、法務リスク）に分類してい
ます。
　当金庫では、「オペレーショナル・リスク管理方針」に基づき適切
な管理に努めるとともに、常務会・リスク管理委員会において総合
的な管理を行っています。

●事務リスク管理
　事務リスクとは、役職員が事務処理をルール通り正確に行わない
ことや、事故・不正等を起こすことにより損失を被るリスクです。
　当金庫では、「事務リスク管理方針」および「事務リスク管理規程」
に基づき適切な管理に努めるとともに各業務を主管する本部各部署
において、事務取扱規程・要領等の整備に努め、事務処理能力の向
上を図るとともに各種事務の機械化を積極的に推進することにより
厳正な事務処理体制の整備を行っています。
　内部管理態勢の検証と事故・不正等の未然防止に関しては、事
務・システムリスク管理委員会を設置し、定期的な委員会の開催に
より事務リスクの把握に努め、事務処理手続き等の周知・徹底と厳
正化を図っています。また、対象事務を主管する本部各部署が策定
した検査項目を、自店検査として営業店自らが検証することで内部
牽制機能を発揮するとともに、主管する本部各部署は事後検証等に
よる不備項目等の把握と再発防止策の立案等により、PDCAサイク
ルの確立を図っています。事務・システムリスク管理委員会では、自
店検査で判明した不備項目等を定期的に報告させ、主管する本部
各部署に対して改善指導の実施を促します。

●システムリスク管理
　システムリスクとは、コンピューターシステムのダウン又は誤作
動等によるシステム障害ならびにコンピューターの不正使用、サイ
バーセキュリティ事案等により当金庫が損失を被るリスクです。
　当金庫では、「システムリスク管理方針」および「システムリスク
管理規程」に基づき適切な管理に努めるとともに、管理すべきリス
クの所在・種類・特性を明確にし、厳格なセキュリティ管理とシス
テム監査およびモニタリングを実施して、安定的な業務遂行のため
の態勢強化を図っています。また湘南信用金庫CSIRTを設置し、サ
イバーセキュリティ事案に関して、当金庫外で発生した事案の情報
収集、分析・評価、および未然防止策の検討・実施と、金庫で発生

した場合の迅速な情報連携、早期復旧、および再発防止策の検討
を行っています。
　事務・システムリスク管理委員会では、システムリスク管理のモ
ニタリング結果を検証し、必要に応じて管理方法の運用改善を図っ
ています。

●人的リスク管理
　人的リスクとは、人事運営上の不公平・不公正（報酬・手当・解雇
等の問題）から生じる損失・損害などを被るリスクです。
　当金庫では、適切な人事管理および人事運営を行うことを基本と
し、教育・研修や職場指導等により、損失の未然防止・極小化を図っ
ています。また、人的リスクが経営に大きな影響を与えるものと認識
し、常務会において管理を行っています。

●有形資産リスク管理
　有形資産リスクとは、有形資産の毀損・損害などを被るリスクです。
　当金庫では、所有する動産・不動産の所在および現状を把握し、
災害や不法行為等による被害に備え適切な管理を行っています。ま
た、有形資産リスクが経営に大きな影響を与えるものと認識し、常
務会において管理を行っています。

●風評リスク管理
　風評リスクとは、事実の有無にかかわらず世間一般で当金庫の信
用に悪影響を及ぼす風評が広まることにより損失を被るリスクです。
　当金庫では、風評リスクが経営に与える影響は非常に大きいもので
あると認識し、風評の早期発見に努めるとともに緊急度・影響度等の
観点から適切に対応することで損失の極小化を図り、風評の急激な悪
化やそれに伴う不測の事態に備えるため「風評リスク管理マニュアル」
を制定するとともに、常務会において管理を行っています。

●法務リスク管理
　法務リスクとは、当金庫および役職員等が各種法令に抵触する行
為を行うことにより損失を被るリスクです。
　当金庫の社会的使命と公共性の自覚のもと、法規範並びに社会規
範の厳格な遵守を維持し、事業・業務運営等の活動にあたって、様々
な状況下で発生する法務リスクについて、有効・適切な組織対応を
実現するため「法務問題の一元管理に関する規程」を定めています。
また、統括部署として「法務コンプライアンス部」を設置し、適法・
適切かつ公正な問題解決の早期実現と、法務リスクの最大限の回避
を図り、もって社会の要請に応えることを目指し、常務会の指導のも
と厳格な管理を行っています。

▼リスク管理体制図
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	■ 法令等遵守態勢
基本方針

　当金庫では、理事および職員ならびに子会社の役員・従業員の職
務執行において、法令や定款への適合を確保する態勢の構築や適切
な運用を図ることにより、業務の健全性と適切性を確保し社会的規
範にもとることのない経営活動を実施しています。法令等遵守はもと
より、反社会的勢力の排除やマネー・ローンダリング及びテロ資金
供与対策にも積極的に取り組んでいます。

法令等遵守の運営態勢

　当金庫では、法令等遵守に関する事項を統括する部署として、法
務コンプライアンス部を設置しています。実施部門となる本部各部お
よび営業店の全部署には法令等遵守の管理・運用者となる、コンプ
ライアンス委員を任命・配置しており、自部署における管理運用を各
部課室店長と連携することにより、コンプライアンス・プログラムを着
実に実施しています。
　法務コンプライアンス部は、実施部門のコンプライアンス・プログ
ラムの効率的・効果的な実行を検証する検証機能の発揮のほか、全
部課室店の法令等遵守に関する情報収集・調査・分析を行います。

	■ マネロン・テロ資金供与対策に係る態勢整備
　当金庫では、反社会的勢力やテロ組織等の非合法組織への資金を
断つ国際的な取組みに協調するべく「マネー・ローンダリング（※1）
及びテロ資金供与（※2）（以下、「マネロン・テロ資金供与」）対策」を
構築し高度化を図っているところです。継続的かつ積極的にマネロン・
テロ資金供与リスクの低減を図ることの一環として、当金庫ではお客
さまの現状確認や取引内容の実態を確認させていただく必要がある
ことから、お客さま宛ての「アンケート」を送付し、その回答結果に応
じたリスク評価とリスク低減策の実施等、PDCAサイクルを中心とした
各種施策を実施いたします。安全で安心な金融取引を維持するため
にもご協力をお願いします。
※１：�マネー・ローンダリングとは、金融システム等を利用することで、犯罪収益の

出所や真の所有者が分からないようにする等の行為をいいます。
※２：�テロ資金供与とは、金融システム等を利用して、テロリストやその協力者、大

量破壊兵器の拡散に関わる者等に対し、資金またはその利益を提供する行
為をいいます。

マネロン・テロ資金供与対策管理体制図

理事会
常務会

マネー・ローンダリング等防止対策責任者（担当役員）
指示

出席

報告

指示・指導 相互連携

報告

報告・相談

法務コンプライアンス部
事務統括部 総合融資部 金融商品部

マネロン・テロ資金供与対策プロジェクト

営業店・ローンセンター

所属職員（雇員・パート・受入出向者含む）
指示・指導 報告・相談

所属長 コンプライアンス委員相互連携
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	■ 顧客保護等管理態勢
基本方針

　当金庫は、顧客保護等管理態勢を構築し、適切な運用を図ることに
より業務の健全性および適切性を確保することを目的としています。
また、お客さまの保護および利便性向上の観点から、①「顧客説明」
（商品説明、取扱い説明等）②「顧客サポート等」（苦情・要望・相談
等）③「顧客情報管理」（法人を含む顧客情報の管理等）④「外部委
託管理」⑤「利益相反管理」⑥「その他顧客保護等」（顧客利便性の
向上への取組）等を達成するため必要となる管理を行っています。

顧客保護等の運営態勢

　当金庫では、顧客保護等管理を統括する責任者として「顧客保護
等管理責任者」を置き、常務会や管理責任者の役割・責任を定めて
います。また「顧客保護等基本姿勢」「個人情報保護宣言（プライバ
シーポリシー）」を公表しています。
　顧客保護等管理の主管部署を法務コンプライアンス部とし、本部
各部署および営業店で実施する自主点検の結果を検証し、指導・監
督する態勢を構築しています。

	■ 金融ADR制度への対応
▼金融ADR制度とは
　簡易・迅速な紛争解決を実現する裁判外紛争解決制度のことをい
います。

苦情処理措置

　当金庫は、お客さまからの苦情お申し出に公正かつ的確に対応す
るため業務運営体制・内部規則を整備し、その内容をホームページ、
パンフレット等で公表しています。
　苦情は、当金庫営業日に営業店またはお客様相談室（9時～17時
フリーダイヤル：0120-001-941）にお申し出ください。

紛争解決措置

　お客様相談室または全国しんきん相談所、関東地区しんきん相談所
に申し出があった際は、東京・神奈川の各弁護士会の仲裁センター等
に取次いたします。また、お客さまから各弁護士会へ直接申し出をされ
ることも可能です。

コンプライアンス（法令等遵守）・顧客保護等管理体制図

※子会社等の取締役等および使用人を含む

常務会

法務コンプライアンス部

全役職員等（※）

法令等遵守委員会 顧客保護等管理責任者

法務コンプライアンス課 顧客保護管理課

法令等遵守連絡会 顧客保護管理者

コンプライアンス委員 顧客保護担当者

監　事　会理　事　会

監

　査

　部

法令等遵守態勢、マネロン・テロ資金供与対策に係る態勢整備、顧客保護等管理態勢、金融ADR制度への対応
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事業の組織図
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文書管理課
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相続センター

サービスセンター
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人　事　課

人財育成課
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出　張　所
本店営業部

支　　店

※

※チーム湘南
地域やお客さまが抱える問
題や悩み、企業の抱える経
営課題を解決するための専
門組織として2013年4月に
創設しました。
本部職員の他、営業店毎に2
人をエリアメンバーに任命し
ています。

（2023年7月1日現在）

F U N C T I O N

組織
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理 事 長
（代表理事） 鷲尾　　精一 監査部担当

専務理事
（代表理事） 齋藤　　篤志 総合融資部担当

専務理事
（代表理事） 二本木　岳彦 市場運用部・営業統括本部（営業企画課・

地域活性課）・金融商品部担当

常務理事
（代表理事） 保要　　順一 人事部・

総合企画部（リスク管理課・主計課）担当

常務理事 風呂本　将憲 総務部・営業統括本部（営業推進課）担当

常務理事 永井　　環 事務統括部・システム部・
法務コンプライアンス部担当

常務理事 江良　　成可※1 総合企画部（経営企画課・秘書課）担当

理　　事 佃　　　一男※1

常勤監事 古屋　　幹男

監　　事 濱田　　ひろ子

監　　事 宮部　　よしみ
※2

執行役員 小峰　　浩 総合企画部担当

執行役員 戸部　　淳 総務部担当

執行役員 髙山　　士郎 システム部担当

執行役員 石田　　貴一 本店営業部担当

執行役員 武藤　　晴之 伊勢佐木町支店担当

執行役員 中嶋　　孝誌 横浜西口支店・藤棚中央支店担当

執行役員 菅野　　敦 茅ヶ崎営業部担当

執行役員 鶴岡　　直文 総合融資部担当

執行役員 片倉　　昌幸 鎌倉営業部担当

執行役員 北村　　順一 小山支店担当

参　　事 西山　　国男 有限会社 湘南大滝商会 出向

1. 対象役員
　当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象役員」は、常勤
理事および常勤監事をいいます。対象役員に対する報酬等は職務執
行の対価として支払う「基本報酬」で構成されています。なお、「賞
与」、「退職慰労金」はありません。

（1）報酬体系の概要
　非常勤を含む全役員の基本報酬につきましては、総代会において
理事全員および監事全員それぞれの支払総額の最高限度額を決定
しています。そのうえで、各理事の基本報酬につきましては役位や在
任年数、前年度の業績等をそれぞれ勘案し、当金庫の理事会におい
て決定しています。また、各監事の基本報酬につきましては、監事会
の協議により決定しています。

（2）2022年度における対象役員に対する報酬等の支払総額
区　分 支払総額（単位：百万円）

対象役員に対する報酬 89
（注）1.�対象役員に該当する理事は8名、監事は2名であり、期中に理事を退任した

者も含めています。
2.上記内訳は「基本報酬」のみです。

（3）その他
　「信用金庫法施行規則第132条第1項第6号等の規定に基づき報
酬等に関する事項であって、信用金庫等の業務の運営又は財産の状
況に重要な影響を与えるものとして金融庁長官が別に定めるものを
定める件」（平成24年3月29日付金融庁告示第22号）第2条第1項
第3号・4号および6号に該当する事項はありませんでした。

2. 対象職員等
　当金庫における報酬体系の開示対象となる「対象職員等」は、当
金庫の非常勤役員、当金庫の職員、当金庫の主要な連結子法人等
の役職員であって、対象役員が受ける報酬等と同等額以上の報酬等
を受ける者のうち、当金庫の業務および財産の状況に重要な影響を
与える者をいいます。なお、2022年度において対象職員等に該当す
る者はおりません。
（注）1.�対象職員等には、期中に退任・退職した者を含めています。

2.�「主要な連結子法人等」とは、当金庫の連結子法人のうち、当金庫の連
結総資産に対して2％以上の資産を有する会社等をいいます。なお、当
金庫の主要な連結子法人等の役職員に該当者はおりませんでした。
3.�「同等額」は、2022年度に対象役員に支払った報酬等の平均額としてい
ます。
4.�「当金庫の業務および財産の状況に重要な影響を与える者」は経営層の意
思決定に直接助言しうる職員として「執行役員・参事」を対象として判断して
います。

役員、執行役員・参事、相談役は、2023年6月20日現在です。

※1　�信用金庫業界の「総代会の機能向上策等に関する業界申し合わせ」に基づ
く職員外理事

※2　�信用金庫法第32条5項に定める員外監事

経営体制

▼執行役員・参事

相談役 石渡　　卓

▼相談役

▼役員

▼報酬体系
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13年 3月 有限責任横須賀信用組合創立

7年 11月 茅ヶ崎信用組合創立

25年 8月 鎌倉市信用組合創立

26年 10月 信用金庫法に基づき横須賀信用金庫に改組

26年 11月 信用金庫法に基づき茅ヶ崎信用金庫に改組

27年 3月 信用金庫法に基づき鎌倉信用金庫に改組

62年 4月 ホールくりはま、ギャラリーくりはまオープン

元年 5月 「湘南しんきんSDGs宣言」を公表

元年 6月 本部本館壁面に「SHONAN」ネオン看板設置

元年 7月 湘南しんきん誕生30周年

元年 9月 出資証券ペーパーレス化（不発行）を実施

元年 10月 「かながわSDGsパートナー」に登録

元年 12月 スマホ決済サービス「メルペイ」との口座連携開始

2年 1月 創立100周年に向けたイメージポスター制作

2年 3月 預金規定等を電子化

2年 5月 出資会員の優待制度開始

2年 6月 湘南信用金庫第六代理事長に鷲尾　精一が就任

2年 8月 庫内報「湘南の風」をWEBで配信

3年 1月 横須賀市の「お土産開発支援事業」が当金庫の推薦で
「SCBふるさと応援団」に選出

3年 2月 逸見支店、池上支店の「窓口営業時間」および「取扱業務」
を変更

3年 4月 しんきんバンキングアプリの取扱開始

3年 10月 「通年ノーネクタイ」を実施

3年 11月 腰越支店を深沢支店内に移転
藤棚中央支店を横浜西口支店内に移転

3年 11月 湘南法人サポートセンター、事務サポート課を設置

3年 12月 営業店支援システムを導入

4年 4月 100周年記念事業実行委員会設立

4年 8月 浦賀支店を馬堀支店内に移転

4年 9月 ローンセンターの営業日変更（土日祝日を休業）

4年 9月 住宅ローンのWEB事前審査申込の取扱開始

4年 10月 新勘定系システム「OptBAE」へ移行

5年 3月 しんきん口座開設アプリの取扱開始

大
正

昭
和

平
成

令
和

元年 7月 横須賀信用金庫と鎌倉信用金庫が合併し、湘南信用金庫が誕生

元年 9月 社内報「湘南の風」創刊号発刊

2年 1月 第1回湘南しんきん友の会旅行を実施

2年 7月 預金量5千億円達成

3年 7月 茅ヶ崎信用金庫と合併

4年 1月 湘南地域独自の経済情報誌「SHONAN 景況レポート」発行

6年 11月 東京大和信用組合と合併

8年 8月 ホームページ開設

9年 11月 イラストレーター鈴木 英人氏と版画使用契約締結

10年 6月 第1回信用金庫社会貢献賞「特別賞」を受賞
（ボランティア出向制度）

10年 10月 ギャラリーおおぐちオープン

10年 10月 第53回かながわ・ゆめ国体軟式野球大会で当金庫野球部が全国優勝

10年 12月 投資信託業務窓口販売開始

11年 3月 信金業界のトップを切り、全国の郵便局と業務連携、
ATMの相互利用を開始

11年 5月 ATM365日稼働実施

12年 9月 働くお母さんを支援する駅前保育施設
「湘南アイルド（茅ヶ崎）」開園（株式会社 湘南悠遊倶楽部）

14年 3月 神奈川県青果信用組合の事業譲受

14年 6月 インターネットバンキング（湘南ダイレクトサービス）取扱開始

14年 10月 生命保険窓口販売開始

14年 11月 上大岡ローンセンター開設

15年 6月 個人向け国債窓口販売開始

15年 11月 法人・事業者向けインターネットバンキング
「湘南ビジネスダイレクト」取扱開始

16年 4月 働くお母さんを支援する駅前保育施設
「湘南アイルド（逗子）」開園（有限会社 湘南アイルド）

16年 10月 本店ローンセンター開設

17年 9月 若手経営者の育成を目的に「しょうなん経営塾」を開講

17年 12月 預金量1兆円を達成

19年 1月 新勘定系システムSBOCをスタート

20年 6月 湘南信用金庫第五代理事長に石渡 卓が就任

22年 2月 中小企業診断士育成制度開始

22年 4月 認知症サポーター全役職員取得

24年 1月 学校法人神奈川大学と産学連携協定を締結

24年 11月 経営革新等支援機関に認定

25年 3月 各部店に普通救命技能を持つ職員を配置

25年 4月 お客さまの抱える課題・問題を解決することを主の活動目的とする、
地域活性課「チーム湘南」を創設

26年 3月 金庫創立90周年

27年 5月 学校法人関東学院大学と「産学連携に関する協定」を締結

27年 6月 第18回信用金庫社会貢献賞「Face to Face賞」を受賞
（久里浜おつかい便「御用聞きプロジェクト」）

28年 2月 神奈川県と中小企業・小規模企業活性化の推進に関する協定を締結

28年 2月 学校法人鎌倉女子大学と「産学連携に関する協定」を締結

28年 3月 ライフプランアドバイザー（LA）制度の発足

28年 7月 タブレット端末でペーパーレス会議を開始

29年 9月 次世代特例認定マーク「プラチナくるみん」認定取得

30年 2月 横浜法人サポートセンターを設置

30年 7月 学校法人横浜商科大学と「産学連携に関する協定」を締結

30年 10月 学校法人神奈川歯科大学と「産学連携に関する協定」を締結

31年 3月 女性職員の制服廃止

F U N C T I O N

湘南しんきんのあゆみ
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▼金庫の主要な事業の内容

預 金 業 務 当座預金、普通預金、貯蓄預金、通知預金、定期預金、定期積金、別段預金、納税準備預金、
非居住者円預金、譲渡性預金等を取り扱っています。

貸 出 業 務 （貸付）手形貸付、証書貸付および当座貸越を取り扱っています。
（手形の割引）銀行引受手形、商業手形および荷付為替手形等の割引を取り扱っています。

有価証券投資業務 預金の支払準備および資金運用のため、国債、地方債、社債、株式、その他の証券に投資しています。

内国為替業務 送金為替、当座振込および代金取立等を取り扱っています。

外国為替業務 輸出、輸入および外国送金その他外国為替に関する各種業務を行っています。

附帯業務

代理業務

日本銀行歳入代理店および国債代理店業務
地方公共団体の公金取扱業務
株式払込金の受入代理業務および株式配当金、公社債元利金の支払代理業務
信金中央金庫等の代理貸付業務

保護預りおよび貸金庫業務

有価証券の貸付

債務の保証

金の売買

公共債の引受

国債等公共債および証券投資信託の窓口販売

保険商品の窓口販売（保険業務法第275条第1項により行う保険募集）

確定拠出年金法により行う業務

電子債権記録機関の委託を受けて行う電子債権記録業に係る業務

比較項目 信用金庫 銀行

根拠法 信用金庫法（1951・昭和26年） 銀行法（1981・昭和56年）

特色
（目的と性格）

地域の中小企業ならびに個人のための
金融の円滑化を目的とする

不特定多数の企業と個人のための
金融業務を行う

経営形態
会員の出資による協同組織の非営利法人
一人一票の原則による民主的経営

（意思決定機関→総会（総代会）、理事会）

株式会社組織
経営政策は株式多数保有者の利益を強く反映し、
利益先行性が強い
（意思決定機関→株主総会、取締役会）

営業地域 制限あり（定款で定める）
限定された地域を営業基盤とする

制限なし（定めなし）
広域を営業基盤とする

会員資格
（取引対象）

・�地区内に住所または居所を置く従業員300人以下
または資本金9億円以下の中小企業または個人
・地域内で働く個人等

なし

業務範囲 預金の制限なし、融資は原則として会員に限る 制限なし

信用金庫と銀行との違い

事業内容

　金融サービスは同じでも、「信用金庫」と「銀行」では経営理念の違いで組織のあり方が異なります。
　「信用金庫」は、主な取引先である営業地域内の中小企業や個人が会員となり、互いに地域の繁栄を図る相互扶助を目的とした協同組織の
金融機関です。３つのビジョン「地域社会繁栄への奉仕」「中小企業の健全な発展」「豊かな国民生活の実現」を掲げ、株式会社である「銀行」
と異なり利益第一主義ではなく、会員すなわち地域社会の利益が優先されます。
　さらに、「信用金庫」の営業地域は一定の地域に限定されており、お預かりした資金はその地域の発展に生かされている点も「銀行」と大き
く異なります。
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▼手形・小切手交付手数料

項　目 単位・区分 金額

手形・小切手
用紙料金

約手、為手
1冊（25枚） 880円

1枚 55円

当座小切手 1冊（50枚） 1，320円

署名鑑印刷

登録料 5，500円

約手、為手
1冊（25枚） 770円

1枚 66円

当座小切手 1冊（50枚） 1，320円

自己宛小切手 1枚 880円

▼両替手数料

項　目 単位・区分 金額

円貨両替手数料　窓口扱

1～50枚 110円
51～1，000枚 440円
1，001～2，000枚 880円
2，001～3，000枚 1，320円
以後、1，000枚毎 440円

▼各種発行手数料

項　目 単位・区分 金額
残高証明発行手数料 1通 660円

監査法人等からの
取引確認書発行手数料 1通 1，100円

再発行手数料
（通帳、証書、キャッシュカード等） 1冊・1枚 1，100円

▼夜間金庫手数料

項　目 単位・区分 金額
夜間金庫月額利用料 1件 8，800円

夜間金庫専用入金票 1冊（50枚） 5，500円

夜間金庫使用袋 1袋 1，100円

▼融資関連手数料

項　目 単位・区分 金額
貸付用約束手形 1枚 55円

全額繰上返済、一部繰上返済※2 1件 5，500円

事業性融資新規取扱手数料 1件 11，000円

融資実行手数料 1件 2，200円

条件変更手数料（金利変更） 1件 5，500円

条件変更手数料（金利変更以外） 1件 3，300円

不動産担保調査手数料※3

　設定額5千万円以下 1件 55，000円

　設定額5千万円超2億円以下 1件 77，000円

　設定額2億円超 1件 110，000円

不動産担保内容変更手数料 1件 11，000円

不動産担保抹消立会手数料 1回 11，000円

不動産担保一部抹消手数料 1件 2，200円

▼金種指定払戻手数料

項　目 単位・区分 金額

金種指定払戻手数料

1～50枚 無料
51～1，000枚 440円
1，001～2，000枚 880円
2，001～3，000枚 1，320円
以後、1，000枚毎 440円

▼硬貨取扱手数料

項　目 単位・区分 手数料

硬貨取扱手数料

1～500枚 無料
501～1，000枚 440円
1，001～2，000枚 880円
2，001～3，000枚 1，320円
以後、1，000枚毎 440円

※2　�別途繰上返済に関して特約書を差し入れていただいている場合の繰上返済
手数料は、その特約書に定められた金額となります。

※3　�神奈川県・東京都以外の遠隔地は上記に22，000円加算し、別途交通費、宿
泊費等の実費を別途請求します。

▼振込手数料

項　目 単位・区分 当金庫同一店舗宛 当金庫他店宛 他金融機関宛

ATM利用

現金扱
3万円以上 330円 330円 660円

3万円未満 110円 110円 440円

キャッシュカード扱
3万円以上 無料 220円 550円

3万円未満 無料 110円 385円

窓口利用 電信扱文書扱
3万円以上 440円 440円 880円

3万円未満 220円 220円 660円

定額自動送金※1 3万円以上 330円 330円 660円

3万円未満 110円 110円 440円

湘南ダイレクト　
個人向けインターネットバンキング

3万円以上 無料 無料 440円

3万円未満 無料 無料 275円

湘南ビジネスダイレクト　
法人事業者向けインターネットバンキング

3万円以上 無料 無料 550円

3万円未満 無料 無料 330円
※1　�定額自動送金は、振込手数料の他に1件ごと毎月110円の取扱手数料がかかります。

（2023年7月1日現在）

F U N C T I O N

主な手数料� （税込）
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▼ 店舗配置 　※●●●の中の数字は店番を示しています。
（2023年7月1日現在）

横
須
賀
・
三
浦
・
逗
子
地
区

1 	本 店 営 業 部
2 	田 浦 支 店
3 	衣 笠 支 店
4 	追 浜 支 店
5 	久 里 浜 支 店
6 	武 山 支 店
13	北 久 里 浜 支 店
13	岩 戸 出 張 所
14	長 沢 支 店
17	鴨 居 支 店

横須賀市大滝町2-2
横須賀市船越町1-45
横須賀市衣笠栄町1-70
横須賀市追浜本町1-1
横須賀市久里浜4-8-17
横須賀市林1-1-6
横須賀市根岸町3-3-8
横須賀市岩戸4-23-10
横須賀市グリーンハイツ3-5
横須賀市鴨居1-10-14

19 	池 上 支 店
21	野 比 支 店
22	逸 見 支 店
23	三 浦 海 岸 支 店
26	馬 堀 支 店
28	逗 子 支 店
48	浦 賀 支 店
49	堀 ノ 内 支 店
61	三 崎 支 店

横須賀市池上4-1-4
横須賀市野比1-8-27
横須賀市東逸見町2-81
三浦市南下浦町上宮田3115
横須賀市馬堀町3-2-1
逗子市逗子1-1-3
横須賀市馬堀町3-2-1（馬堀支店内）
横須賀市三春町3-25
三浦市三崎町諸磯975

（横須賀・三浦・逗子地区　18店舗・1出張所）

横
浜
・
東
京
地
区

7 	磯 子 支 店
9 	保 土 ヶ 谷 支 店
10	伊勢佐木町支店
11	大 口 支 店
18	矢 向 支 店
24	横 浜 西 口 支 店
25	能 見 台 支 店
35	戸 塚 支 店
36	藤 棚 中 央 支 店

横浜市磯子区中浜町15-13
横浜市保土ヶ谷区和田1-17-3
横浜市中区長者町8-134
横浜市神奈川区大口通127-9
横浜市鶴見区矢向6-12-7
横浜市西区南幸2-13-12
横浜市金沢区能見台通7-25
横浜市戸塚区上倉田町498-9
横浜市西区南幸2-13-12（横浜西口支店内）

38	杉 田 支 店
43	上 大 岡 支 店
44	永 田 支 店
45	本 郷 町 支 店
47	元町中華街支店
64	小 山 支 店
66	本 門 寺 前 支 店

横浜市磯子区杉田1-19-17
横浜市港南区上大岡西1-18-3
横浜市南区永田北3-3-12
横浜市中区本郷町2-51
横浜市中区山下町112
東京都品川区小山4-5-4
東京都大田区池上6-3-8

（横浜・東京地区　16店舗）

湘
南
地
区

31	鎌 倉 営 業 部
32	大 船 支 店
33	腰 越 支 店
40	深 沢 支 店
51	茅 ヶ 崎 営 業 部
53	小 和 田 支 店
54	寒 川 支 店

鎌倉市御成町4-13
鎌倉市大船1-4-1
鎌倉市常盤82（深沢支店内）
鎌倉市常盤82
茅ヶ崎市新栄町8-4
茅ヶ崎市浜竹3-2-32
高座郡寒川町岡田1-3-2

57	若 松 町 支 店
58	高 田 支 店
62	鎌 倉 駅 前 支 店
63	藤 沢 支 店
69	茅ヶ崎南口支店

茅ヶ崎市旭が丘2-33
茅ヶ崎市鶴が台1-2
鎌倉市御成町11-39
藤沢市鵠沼橘1-1-2
茅ヶ崎市幸町22-6-102

（湘南地区　12店舗）

▼ 店舗外ATM配置
（2023年7月1日現在）

横
須
賀
・
三
浦
・
逗
子
地
区

1 	横須賀共済病院出張所
2 	横須賀中央出張所
3 	モアーズシティ出張所
4 	横須賀市役所出張所
5 	京急ストアスパーク浦郷店出張所
6 	京急ストアハイランド店出張所
7 	ローゼン湘南山手出張所
8 	京急ストア芦名店出張所
9 	京急ストアスパーク北久里浜出張所

10	京急ストア津久井浜店出張所

横須賀共済病院内

京急横須賀中央駅東口徒歩2分ヨコビル1階

京急横須賀中央駅西口  モアーズシティ内

市役所北口駐車場側入口並び

京急ストアスパーク浦郷店駐車場内

京急ストアハイランド店隣接

相鉄ローゼン湘南山手店内

京急ストア芦名店入口

京急ストアスパーク北久里浜店隣接

京急ストア津久井浜店内

11	東逗子出張所
12	リヴィンよこすか店出張所
13	安浦出張所
14	上町出張所
15	根岸出張所
16	南田浦出張所
17	HAYAMA STATION出張所
18	Coaska Bayside Stores出張所
19	浦賀出張所

ヨークマート東逗子店正面入口（水道道側）

リヴィンよこすか店内

京急県立大学駅そば徒歩0分

不入斗橋バス停そば

神奈川県立横須賀工業高等学校そば

横須賀基督教社会館並び

ショッピングプラザHAYAMA STATION入口

Coaska Bayside Stores内

京急浦賀駅から浦賀通りを徒歩3分

横
浜
・
東
京
地
区

20	本牧第一福祉センター出張所
21	公田出張所

本牧ふ頭D突堤  湾港労働者福祉センター1F

栄警察署斜め前

22	京急ストア屛風浦店出張所
23	藤棚中央出張所

京急ストア屏風浦店内

京急戸部駅徒歩10分 西前銀座商店街

湘
南
地
区

24	富士スーパー鶴嶺店出張所
25	用田出張所

富士スーパー鶴嶺店駐車場内

御所見市民センター前バス停そば

26	腰越出張所 フレッシュストア　ヤオミネ店内

INFORMATION  店 舗 一 覧
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… 横須賀・三浦・逗子地区
… 横浜・東京地区
… 湘南地区

※●●●の中の数字は店番を示して
　います。

多摩区

麻生区

青葉区

品川区

大田区

川崎区

幸区

緑区

旭区

西区

南区

栄区

泉区 中区

中原区

港北区

鶴見区

都筑区

港南区

葉山町

金沢区

▲拡大図参照

逗子市

三浦市

横須賀市

磯子区

保土ケ谷区

戸塚区

瀬谷区

大和市
座間市

綾瀬市

藤沢市

鎌倉市
平塚市

神奈川区

宮前区
高津区

町田市

相模原市

海老名市

茅ヶ崎市
寒川町

東京都

川崎市

横浜市

１８

１１

１０
４７

４５

７

４４

４３
３５

３２

６２
３１

３８

２５

４

２

１

１９

２１６

２３

１４

１７
３

２２

２８

６３５７

５８
５１

５４

６９
４０・３３

２４・３６

２６・４８

５

２１

２５

２４

２６

２２

２３

２０

１６
１１

１５

１７

９

６６

６４

９

５３

４９

５

６１

４
２

３ １
１４ １３

１２

７

６

１３

１３

１０

８

１８

１９

横須賀
市役所

横須賀中央駅

県
立

大
学

駅

横須賀
市役所１

４

２

３
１

１３

１４

横須賀市中央部拡大図

▼ 営業地区

神奈川県

横須賀市、逗子市、三浦市、三浦郡葉山町、横浜市、川崎市、鎌倉市、
藤沢市、大和市、茅ヶ崎市、高座郡寒川町、平塚市、海老名市、綾瀬市、
厚木市、相模原市（旧津久井郡を除く）、座間市、中郡大磯町、中郡二
宮町、足柄上郡中井町、秦野市、伊勢原市、愛甲郡清川村、小田原市、
足柄下郡箱根町、足柄下郡湯河原町

東 京 都 大田区、品川区、目黒区、港区、世田谷区、町田市

MAP  店 舗 ネ ッ ト ワ ー ク

財務状況等のより詳細な情報に
ついては、「計数編」を作成して
います。「計数編」は、当金庫ホー
ムページにてご覧いただけます。

「 計 数 編 」の ご 案 内

湘南しんきん 検 索



湘南信用金庫 総合企画部
〒238-8616　横須賀市大滝町2-2　TEL 046-825-3385
https://www.shinkin.co.jp/shonan/
　　     keiki@shonan-shinkin.jpe-mail

2023年7月発行

T h e  D i s c l o s u r e  o f   T h e  S h o n a n  S h i n k i n  B a n k  2 0 2 3

当金庫は、マネロン対策を経営の重要課題と位置づけ、スケ
ジュールに基づき、その管理態勢の整備、強化に継続して取り
組んでおります。お客さまのご理解、ご協力をお願いいたします。

マネー・ローンダリング対策にご協力を


